



































































































































































































































































































































































































w（y, a）＝fw（a/N）yと定義する。次に fw（s）＝1/s－1＋wとする。fwは財 1単位当たりにど
の程度返却の手間が発生しているかを示している。sはデポジット制度参加店舗比率であ
り、その値が大きければ大きいほど財 1単位当たりの返却に対する手間は小さくなると読
み取れる。ここで a/Nを sに代入すると fw（a/N）＝（N/a）－1＋wとなるので、協力店舗
数 aが増加すればするほど返却の手間は減少する。簡単な計算によって wy（y, a）＝N/a－1








































































































　 証明：x0は L0を最大にする製品の消費水準とする。また xNは LNを最大にする製品の
消費水準とする。このとき L0（x0）＜LN（x0） LN（xN）。ただし最初の不等号は図 5のケー
スであることから成立し、2番目の不等号は xNの定義により成立する。■
　d（x）と g（x）が交わるケースは複雑である。たとえば 1回交わるケースを考える。こ
のとき f（x）＝d（x）－g（x）＝0となる 0以外の xの値を x̃とする。命題 2の証明で用いた記
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な水準（z＊, x＊, y＊, a＊）、x＊＝y＊、a＊＝Nが選ばれているとする。対応して、これらは家
計、販売店舗、リサイクル産業について、それぞれ以下の最大化問題の解となっている

















































































































































































を用いた実証分析─」『環境科学会誌』第 19巻 5号 371─384
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